
心の鬼をやっつけろ！！

私は怒りんぼ鬼！！

いけー！

薬のよく効く飲み方、知っていますか？　ほか
地域医療の現場から

府立医大と弥栄病院が連携、「長寿・地域疫学講座」を開設
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主な内容



医療

百
歳
長
寿
の
要
因
を
科
学
的
に
解
明

府
立
医
大
と
弥
栄
病
院
が
連
携
、「
長
寿
・
地
域
疫
学
講
座
」
を
開
設

情報ファイル� P16

京丹後人�	 P20

まちのわだい� P10

市の文化財／ピックアップ／ジオトピックス／
図書館だより　ほか

着物姿の女性たちがよさこい踊り／おこりん
ぼ鬼をやっつけろ　ほか

矢田地区に「祈りの灯」を灯す　
　番場　朝夫 さん

目　次
index

生命の絆  � P15

今月の「きょうたんごで“いいね”」

市政トピックス	 P2
府立医大と弥栄病院、「長寿・地域疫学講座」
を開設／社会的孤立者の支援拠点を整備 ほか

　今月号の表紙は、宇川保育所（丹後町）
の節分イベントの一コマ。子どもたちは
「鬼を絶対に倒したい！」と、空気でふく
らませた「ふにゃふにゃ鬼」を倒したり、
大声で歌ったりして、（本物の？）鬼の登
場に備えました。（詳しくは「まちのわだ
い」11㌻で紹介しています）

みんなの広場	 P12
表彰／旬★感たんごはん「京みず菜の豚
丼」　ほか

� P6
水道メーター検針「隔月」へ／小中一貫教
育、完全実施（最終回）　ほか

自分の中の悪い鬼を追い出す“節分行事”

連携協定締結式で中山市長と握手を交わ
し、連携を誓う石垣所長（写真左）

弥栄病院２号館３階の研究室入口に講座名を記した看板
を設置する関係者ら（写真右から中川病院長、吉川学長、
小田院長、安原名誉院長、中山市長）

商工業

企
業
立
地
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に
期
待

京
丹
後
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
制
度
を
創
設

　
市
で
は
、
市
内
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
有
用
な
情
報
を
収
集

し
、
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
、「
京
丹
後
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
制
度
」
を
創

設
し
ま
し
た
。

　
同
制
度
で
は
、
企
業
立
地
を
は

じ
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や

観
光
誘
客
、
農
商
工
観
連
携
な
ど

の
観
点
か
ら
、
有
用
な
情
報
を
市

に
提
供
し
、
市
と
連
携
・
協
力
し

て
そ
れ
ら
の
情
報
に
関
係
す
る
企

業
等
と
の
調
整
、
交
渉
に
つ
な
げ

る
案
内
人
役
を
“
京
丹
後
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
”
と
し
て
設

置
。
そ
の
第
１
号
と
な
る
Ｓシ

ン
ｙ
ｎ

ｑ
カｕ
ａ
合
同
事
務
所
（
石
垣
久
美

子
所
長
・
京
都
市
）
と
の
連
携
・

協
力
に
関
す
る
協
定
締
結
式
を
１

月
13
日
、
京
丹
後
市
役
所
で
執
り

行
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
中
山
市
長
が
「
京
都

縦
貫
自
動
車
道
全
通
を
機
に
、
中

広
域
、
都
市
部
の
活
力
を
取
り
入

れ
、
商
工
業
の
発
展
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
展
望
し
て
本
制
度
の
創
設

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
た
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、
企
業
や
観
光

誘
致
な
ど
に
向
け
た
具
体
的
な
情

報
を
い
た
だ
き
、協
力・連
携
し
て
、

市
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
石
垣
所
長
は
、「
自
分

た
ち
の
活
動
を
評
価
し
て
い
た
だ

き
あ
り
が
た
い
。
京
丹
後
市
の
産

業
振
興
に
寄
与
し
た
い
」
と
述
べ
、

記
者
団
の
質
問
に
対
し
て
は
、「
京

丹
後
市
と
の
関
係
は
、
府
南
部
の

企
業
の
北
部
地
域
へ
の
工
場
進
出

に
関
わ
っ
た
こ
と
が
縁
と
な
っ
た
。

市
独
自
の
支
援
制
度
に
加
え
、
担

当
職
員
の
熱
意
が
何
よ
り
強
み
」

と
繰
り
返
し
答
え
ま
し
た
。

　
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
本
市
の

強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
企

業
立
地
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
で
新
た
な
展
開
が
期
待
で
き

ま
す
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
は
、

市
か
ら
活
動
に
係
る
経
費
と
し
て

旅
費
相
当
額
（
謝
金
・
月
額
５
万

円
以
内
）
を
支
払
い
ま
す
。

人権

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

人
権
擁
護
委
員
に
河
島
さ
ん
ら
４
人

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、新
た
に
河
島
守
男
さ
ん（
大

宮
町
周
枳
）、坪
倉
範
子
さ
ん
（
弥

栄
町
鳥
取
）、平
井
邦
生
さ
ん
（
大

宮
町
口
大
野
）、
平
井
徳の

り
ま
さ正
さ
ん

（
丹
後
町
尾
和
）
が
法
務
大
臣
よ

り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
嘱
状
伝
達
式
は
、
１
月
19
日

に
市
役
所
峰
山
庁
舎
で
あ
り
、
法

務
大
臣
の
委
嘱
状
が
肥ひ

だ田
上の

ぼ
る

京

都
地
方
法
務
局
京
丹
後
支
局
長
か

ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
30
年
12
月
31
日

ま
で
の
３
年
間
で
す
。

地域医療の現場から� P14

◎ Synqua 合同事務所の構成
　　女性士業者 4 人（行政書士、司法書士、

　社会保険労務士）

◎主な取扱業務
　　中小企業経営支援、国内外販路開拓

　支援、各種許認可申請、各種法人設立

　など、きめ細かなサービスをワンストッ

　プで提供

京丹後市
企業等

（事業交渉先）

ビジネス
コンシェルジュ

　情報提供のあった特定の案件に対する
コーディネーターとして、当該事業活動を
行う企業等（事案交渉先）との調整、交渉、
サポート活動を市と連携・協力する

新たに委員に委嘱された委員の皆さん（右から河島さん、
坪倉さん、平井徳正さん、平井邦生さん）

市民生活

市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
つ
い
て
答
申

女
性
活
躍
新
時
代
を
基
本
理
念
に

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
市
が
策
定
す
る
「
第
二
次

京
丹
後
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」

（
平
成
28
年
～
37
年
）
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
を
審
議
し
た
京
丹
後
市

男
女
共
同
参
画
審
議
会
（
小
森
明

美
会
長
）
が
１
月
29
日
、
京
丹
後

市
役
所
で
中
山
市
長
に
答
申
を
行

い
ま
し
た
。

　
答
申
で
は
、
市
民
意
識
調
査
等

に
基
づ
く
「
雇
用
・
人
材
登
用
面

　
百
歳
を
超
え
る
長
寿
者
が
多
い

こ
と
を
特
色
や
魅
力
と
捉
え
、
生

涯
現
役
の
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
本
市
で
は
、医
療・

科
学
的
な
見
地
か
ら
長
寿
の
要
因

を
解
明
し
、
今
後
の
施
策
な
ど
に

つ
な
げ
よ
う
と
、
京
都
府
立
医
科

大
学
（
吉
川
敏
一
学
長
）
と
共
同

で
「
長
寿
・
地
域
疫
学
講
座
」
を

開
設（
平
成
30
年
11
月
30
日
ま
で
）

し
ま
し
た
。

　
同
講
座
開
設
に
当
た
り
、
弥
栄

病
院
内
に
研
究
拠
点
と
な
る
分
室

を
設
置
。
そ
の
開
所
式
を
２
月
３

日
、
同
病
院
で
行
い
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
吉
川
学
長
を
は
じ
め

小
田
洋
平
弥
栄
病
院
長
ら
病
院

関
係
者
な
ら
び
に
来
賓
約
20
人
が

出
席
。
吉
川
学
長
は
、「
長
寿
者

の
数
十
年
後
の
将
来
を
研
究
す
る

前
向
き
な
取
り
組
み
。
こ
れ
は
日

本
の
長
寿
先
進
地
域
と
し
て
の
モ

デ
ル
に
な
り
得
る
も
の
。
長
い
ス

パ
ン
で
長
寿
の
要
因
を
科
学
的
に

解
明
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
行

い
ま
し
た
。

　

弥
栄
病
院
開
設
者
の
中
山
市

長
は
、「
百
歳
長
寿
に
恵
ま
れ
た

ま
ち
と
し
て
、
ま
す
ま
す
特
色
を

伸
ば
し
、
本
市
の
長
寿
社
会
の
創

造
、
医
療
体
制
の
充
実
を
図
り
、

今
問
わ
れ
て
い
る
地
方
創
生
な
ら

び
に
市
民
総
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
げ
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
同
講
座
で
は
、
吉
川
学
長
が
研

究
全
般
に
つ
い
て
助
言
や
指
導
、

総
括
を
行
い
、
安
原
正
博
弥
栄
病

院
名
誉
院
長
が
同
病
院
の
総
括
を

担
当
し
、研
究
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
府
立
医
科
大
学
附
属
北

部
医
療
セ
ン
タ
ー
（
中
川
正
法
病

院
長
）
が
行
っ
て
い
る
「
健
康
長

寿
コ
ホ
ー
ト
研
究
」
と
も
連
携
し

て
、
生
涯
現
役
の
百
歳
健
康
長
寿

社
会
の
創
造
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

 

参 

考  

平
成
27
年
9
月
末
現
在
、

１
０
０
歳
以
上
の
市
民
（
百
寿
者
）

は
78
人
。
人
口
10
万
人
に
換
算
す

る
と
１
３
３
人
で
、
全
国
（
48
人
）

の
約
２
・
８
倍
と
な
り
ま
す
。

生涯現役の百歳健康長寿社会を創造
ビジネスコンシェルジュの役割

で
の
男
女
格
差
」
や
「
女
性
の
家

事
・
育
児
・
介
護
負
担
と
男
性
の

長
時
間
労
働
」、「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
」
な
ど
の
課

題
を
は
じ
め
、
国
の
施
策
な
ど
を

考
慮
。
計
画
で
は
、「
男
女
が
輝

き
と
も
に
築
く
『
女
性
活
躍
新
時

代
』」
を
基
本
理
念
と
し
、
女
性

の
活
躍
に
よ
り
豊
か
な
地
方
創
生

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
る
内

容
と
し
て
い
ま
す
。

薬のよく効く飲み方知っていますか？
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防災
「
京
丹
後
市
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
を
開
催

危
険
度
の
把
握
と
避
難
す
る
力
が
命
を
守
る

　
近
年
、
全
国
各
地
で
発
生
す
る

大
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、「
自
助
」

「
共
助
」
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
に

な
る
中
、
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
図
り
、
地
域
の
防
災
力
を

「
経
済
成
長
戦
略
新
懇
話
会
（
第
12
弾
）」
を
開
催

商工業

産
地
の
技
術
×
デ
ザ
イ
ン
力
で
世
界
へ

　
京
都
北
部
・
北
近
畿
の
経
済
活

性
化
に
つ
い
て
有
識
者
と
と
も
に

考
え
る
「
京
丹
後
経
済
成
長
戦
略

新
懇
話
会
（
第
12
弾
）」
を
2
月

２
日
、
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
吉
翠
苑
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

産
業
政
策
と
地
方
活
性
化
に
向
け

て
」
と
題
し
、
西
垣
淳あ

つ

子こ

経
済
産

業
省
商
務
情
報
政
策
局
生
活
文

化
創
造
産
業
課
長
が
、
繊
維
・
機

械
金
属
事
業
者
を
は
じ
め
金
融
等

産
業
支
援
機
関
の
関
係
者
ら
約

１
０
０
人
を
前
に
講
演
。
内
需
減

少
を
背
景
に
、
海
外
需
要
の
開
拓

を
支
援
す
る
政
策
に
つ
い
て
、
特

徴
的
な
事
例
を
交
え
て
紹
介
し
ま

し
た
。

　
西
垣
課
長
は
、
日
本
の
も
の
づ

く
り
を
高
く
評
価
し
、
技
術
力
の

あ
る
産
地
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
連

携
が
不
可
欠
と
述
べ
た
う
え
で
、

「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
・
分
析

し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ

た
商
品
が
成
功
し
て
い
る
」
と
強

調
。「
世
界
で
戦
う
に
は
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
現
場
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

を
生
か
し
、
新
た
な
視
点
を
見
い

出
す
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
」
と
話
し

ま
し
た
。

講演を行う西垣課長

防犯、交通安全の取り組みを集中的に実施
安全安心

網野南・大宮南小校区をモデル地区に選定
　「網野南小学校区」と「大宮南小
学校区」を本市の安全・安心まち
づくりのモデル地区に設定する「京
丹後市安全・安心モデル地区活動
スタート式」を1月23日、峰山総
合福祉センターで開催しました。
　式では、子どもの通学などを見
守る防犯カメラの設置をはじめ、一
定区域の自動車速度を時速３０ｋｍ
に制限する「ゾーン３０」の設定
や地元ボランティアによる車両パト
ロールなど、モデル地区に選定さ
れた2地区の活動を報告しました。
　その後、活動のスタートを記念
して、中山市長が子ども見守りカ

メラ設置プレートを2地区
に贈呈。子ども達による決
意表明も行われ、「みんなで
しょうきゃ～世界に誇れる
笑顔あふれる安全・安心ま
ちづくり」の推進に向けて、
一同気運を高めました。
　また、女子小学生チーム
「ブルーエンジェルス」がチ
アリーディングを披露した
ほか、和太鼓グループ「月
下美人」の迫力ある演奏、網野高
校の生徒と市民ボランティア、警
察署員で結成された「お笑いホット
劇団」が寸劇を上演。人気お笑い

芸人などの流行語をせりふに織り
交ぜて、詐欺防止を呼び掛けまし
た。

安全・安心まちづくり推進へ決意を固める関係者ら

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
１
月

25
日
、「
平
成
27
年
度
京
丹
後
市

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
を

峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
研
修
会
に
は
、
市
内
の
自
主
防

災
組
織
や
区
役
員
ら
約
１
１
０
人

が
出
席
。
京
都
大
学
防
災
研
究
所

の
牧
紀
男
教
授
か
ら
自
主
防
災
組

織
の
必
要
性
や
安
心
安
全
の
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
牧
教
授
は
、
東
日
本
大
震
災
の

映
像
を
用
い
、「
人
は
、
津
波
が

発
生
し
て
も
、“
逃
げ
る
”
よ
り
、

そ
の
様
子
を
“
見
物
す
る
”
と
い

う
行
動
に
出
る
。
ど
こ
ま
で
津
波

が
く
る
か
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど

で
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
」
と

強
調
。続
け
て
、「
２
階
で
寝
た
り
、

最
低
限
の
耐
震
改
修
な
ど
を
行
う

こ
と
」「
自
分
自
身
や
近
所
で
助

け
あ
っ
て
逃
げ
る
力
を
つ
け
る
こ

と
が
大
切
」
と
命
を
守
る
た
め
の

備
え
に
つ
い
て
話
ま
し
た
。

丹後町でＩＣＴを活用した自家用有償旅客運送
公共交通

運行主体「気張る！ふるさと丹後町」
　市では、地域の実情に応じた輸送サービスの実現
に向け、施策の検討や見直しなどについて協議する「京
丹後市地域公共交通会議」を１月29日、峰山総合福
祉センターで開催しました。
　丹後町でのＩＣＴを活用した自家用有償旅客運送
（道路運送法第78条第 2号）の実施やぐるっと丹後
周遊バスの運行、丹海バス延利線の運行経路の変更
など6つの議題について協議が行われ、いずれも可決・
承認されました。
　今回新たな取り組みとして、自家用車両を使い、Ｉ
ＣＴ（情報通信技術）を活用した有償運送事業につ
いて、ＮＰＯ法人「気張る！ふるさと丹後町」が提案。
委員からは、運転技術やアルコールチェック、車両整
備、事故対応など安全面などの確認をはじめ、活発
な意見交換が行われた後、事業化の了承を得ました。

◎運行…丹後町を発地とし、着地は
丹後町を含む京丹後市内を運行主体
が認めた登録ドライバーが自家用車
両で運送します。
◎利用予約…「Ｕ

ウ ー バ ー

ＢＥＲ配車システム」を活用し、スマー
トフォンによる予約
◎営業時間…午前８時～午後８時（年中無休）
◎料金…最初の1.5㌔まで 480円（以遠は、1㌔当た
り120円加算）。クレジット決済のみ
◎運行主体…ＮＰＯ法人「気張る！ふるさと丹後町」
◎運行開始…3月中の予定（国の登録後ただちに）

ＩＣＴを活用した自家用有償旅客運送概要

講演を行う牧教授

　
「
京
丹
後
市
立
学
校
施
設
耐
震

化
計
画
」
に
基
づ
き
、
平
成
26
年

度
か
ら
実
施
し
て
き
た
吉
原
小
学

校
（
峰
山
町
）
校
舎
の
耐
震
補
強

工
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
工
事
と
併
せ
て
、
児

童
用
ト
イ
レ
（
和
式
か
ら
洋
式
）

や
手
洗
い
台
、
校
舎
棟
屋
上
（
防

水
加
工
）、
外
壁
（
亀
裂
等
補
修
）

等
の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。
総
工

事
費
は
約
１
億
８
千
万
円
で
す
。

耐震補強工事を行った吉原小校舎

福祉

社
会
的
孤
立
者
の
支
援
拠
点
を
整
備

黒
部
の
居
場
所
「
ひ
ま
わ
り
」
開
設

　
家
庭
や
地
域
、
職
場
な
ど
に
お

い
て
居
場
所
が
な
く
、
社
会
的
に

孤
立
し
て
い
る
方
を
支
援
す
る
た

め
、
旧
黒
部
保
育
所
を
改
修
し
整

備
し
た
「
ひ
ま
わ
り
」
の
完
成
を

祝
う
開
所
式
を
１
月
29
日
、
同
施

設
で
行
い
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
地
元
区
役
員
や
関
係

団
体
、
行
政
関
係
者
ら
30
人
が

出
席
。
中
山
市
長
は
、「
事
情
に

よ
り
社
会
的
孤
立
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
方
が
安
心
し
て
過
ご
し
て
い

た
だ
け
る
拠
点
が
で
き
た
。
地
域

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
方
と

交
流
い
た
だ
き
、
ひ
ま
わ
り
の
よ

う
な
笑
顔
が
広
が
る
場
所
に
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
藤
田
一
彦
黒

部
区
長
は
、「
黒
部
は
玄
人
が
住

む
場
所
と
い
う
由
来
が
あ
る
。
遠

く
昔
は
、
水
晶
玉
や
鉄
製
品
を
作

る
技
術
職
人
が
お
り
、今
日
で
も
、

大
工
や
左
官
業
を
営
む
方
が
住
ん

で
い
る
。
こ
こ
で
仕
事
に
関
わ
る

支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
縁
を

感
じ
る
。
技
術
や
知
識
を
有
す
る

区
民
の
皆
さ
ん
と
交
流
さ
れ
、
互

い
の
活
躍
に
つ
な
が
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

寄
り
添
い
支
援
総
合

　
　

  

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
６
２
―
０
０
３
２

　
同
施
設
は
、職
員
を
配
置
し
て
、

支
援
を
必
要
と
す
る
方
の
生
活
リ

ズ
ム
の
改
善
や
仲
間
づ
く
り
の
ほ

か
、
農
林
業
体
験
な
ど
を
通
じ
た

就
労
の
準
備
、
ま
た
地
域
内
外
（

都
市
部
含
む
）
を
結
ぶ
交
流
拠
点

と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

教育

学
校
施
設
の
耐
震
化
工
事
を
実
施

吉
原
小
を
耐
震
補
強

「ひまわり」における作業の様子

 企画政策課　☎６9 ー０120
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平成 28 年 4 月から
水道メーターの検針を「 隔 月 」に変更します

  市では、上下水道事業の更なる経営改善の一環として、毎月行っています水道メーターの
検針を、平成 28 年 4 月から2 カ月に1回の「隔月検針」に変更します。
　なお、料金の請求はこれまでどおり「毎月」で、検針した 2 カ月分の使用水量を2 等分して、
1カ月当たりの料金を算定します。経費節減のため、ご理解とご協力をお願いします。

給水区域を分けて検針します
　市内の給水区域を「偶数月（網野町、丹後町、久美

浜町）」に検針する地域と「奇数月（峰山町、大宮町、弥栄町）」
に検針する地域に分けて実施します。　

検針は２カ月に１回実施します
　メーター検針を2 カ月に1回実施し、計量した水道使

用水量を2 等分して毎月均等とみなし、1カ月分の料金を算定
します。（2 等分して生じた端数は検針した月分に加算）

水道メーターで自宅の漏水を
チェックできます！！

　水道メーターは、水道料金算定のた
めの検針だけでなく、自宅の漏水や毎月
の使用水量のチェックにも役立ちます。

【 漏水の見つけ方 】
　パイロットマーク

（写真右：銀色の星
形部分）は止まって
いますか？
　蛇口を全部閉め
てもパイロットマークが回っていれば、
宅内側で漏水をしている可能性がありま
す。もし、漏水を発見したら市指定の給
水装置工事業者に連絡して修理を依頼
してください。

＜＜ 計算例 ＞＞
　６月に検針。水量 25㎥の場合（家庭用13㎜のメーター使用）、　
　使用水量を 6 月分13㎥と7 月分12㎥に分けて料金を計算します。

基本水量 5㎥分
990 円

超過水量分
8㎥× 177 円

メーター使用料
52 円＋ ＋ ＝ 計 2,458 円上

水( (

上下水道使用量・料金等のお知
らせ票の表示が変わります

　隔月検針の実施に伴い「上下水道使
用量・料金等のお知らせ」をこれまでの
1カ月表記から、2カ月表記に変更します。

　6月請求分の上下水道料金：13㎥

6 月請求分
合計 4,489 円基本水量 5㎥分

767 円
超過水量分

8㎥× 158 円＋ ＝ 計 2,031円下
水( (

　7月請求分の上下水道料金：12㎥

基本水量 5㎥分
990 円

超過水量分
7㎥× 177 円

メーター使用料
52 円＋ ＋ ＝ 計 2,281円上

水( (

基本水量 5㎥分
767 円

超過水量分
7㎥× 158 円＋ ＝ 計 1,873 円下

水( ( 7 月請求分
合計 4,154 円

平成 27 年度まで 毎月検針 平成 28 年度から 隔月検針

2 月使用 3 月使用 4 月と 5 月使用 6 月と 7 月使用

2 月
検針

6月
検針

4月
検針

3月
検針

2 月請求
（1月使用分）

3月請求
（2 月使用分）

4月請求
（3月使用分）

5月請求
（なし）

6月請求
（4・5月均等分）

7月請求
（4・5月均等分）

11 期 12 期 1 期 2 期 4 期3 期

2 月使用 5 月と 6 月使用 7 月使用

2 月
検針

7月
検針

5月
検針

3月
検針

2 月請求
（1月使用分）

3月請求
（2 月使用分）

4月請求
（なし）

5月請求
（3・4月均等分）

6月請求
（3・4月均等分）

7月請求
（5・6月均等分）

11 期 12 期 1 期 2 期 4 期3 期

3 月と4 月使用

偶数月検針

網野町
丹後町
久美浜町

奇数月検針

峰山町
大宮町
弥栄町

普及推進・料金課
☎６９‐０540

ガイド

【３月は『自殺対策強化月間』です】
　自殺は、個人のこころの弱さが引き起こすものではなく、健康、経済、生活
問題等の様々な要因が複雑に関係し“心理的に追い込まれた末の死”といえます。
決して特別なことではなく“誰にでも起こり得る”いのちの危機です。

■見逃さないでこころのサイン
　最近、家族や友達、同僚が、口数が少なくなった、
笑顔をみせなくなったなど、“少しおかしいな”と感じ
たことはありませんか？
　もしかしたら、悩みを抱え、人に相談できず心理
的に追いつめられ、こころの健康を崩している場合
があります。こころの不調は、本人が自覚しづらいた
め、さらに無理を重ねてしまい、ますます悪い状況
を招いてしまいます。
　一人ひとりが、身近な人の「こころのサイン」に気
づき、声をかけ、話を聴いて、必要な支援（専門家）
につなぎ、地域で見守ることが重要です。そして、普
段の生活において、悩みを抱えた時に、まず身近に
相談できる存在がいることが、孤立・孤独を防ぎ、
いのちを護ることにつながります。

■市民一人ひとりがこころ・いのち・つなぐ手
　（ゲートキーパー）です。みんなで、声をか
　けあい自殺予防
　こころ・いのち・つなぐ手（ゲートキーパー）とは、
悩んでいる人に「気づき」「声をかけ」「話を聴いて」「必
要な支援につなげ、見守る」人のことです。地域のみ
んなが、こころ・いのち・つなぐ手となり、誰も自殺
に追い込まれることのない生き心地の良い「いのちを
護る」まちづくりを進めていきましょう。

健康ですか？ あなたのこころ
①毎日の生活に充実感がない
②これまで楽しんでやれていたことが楽しめ
　なくなった
③以前は楽にできていたことが今ではおっく
　うに感じられる
④自分が役に立つ人間だと思えない
⑤わけもなく疲れた感じがする
⑥死について何度も考えることがある
⑦気分がひどく落ち込んで、自殺について考
　えることがある
⑧最近（ここ 2 週間）ひどく困ったことや 
　つらいと思ったことがある

（出展：大野裕　「うつ状態のスクリーニングとそ
の転記としての自殺予防システム構築に関する研
究」報告書より）

１ 気づく
“いつもと違う”変化に気づきましょう。
　■元気がない・疲れているようだ
　■泣いたり、イライラしたり感情が不安定
　■よく眠れていないようだ
　■食欲がないようだ
　■さまざまな体調不良を訴
　　える
　■飲酒量が増えた　
　■身だしなみに気を使わな
　　くなった　等

２ 声かけ・話を聴く【傾聴】
　日常のことをきっかけに、一言声をかけ相手の話を
傾聴しましょう。
　■疲れているみたいだけど
　　眠れてる？
　■食欲はある？
　■どうしたの？なんだかつ
　　らそうだけど
　■何か悩んでいるの？よか
　　ったら話して

【傾聴】本人の気持ちを尊重し、言いたい事や悩みにじっ
くり耳を傾ける姿勢を言います。助言は必要なく、相手
のつらい気持ちを受けとめ、“決して一人ではない”とわ
かってもらうことが大切です。本人を責めたり、否定し
たり、安易に励ますことは、さらに追い詰めてしまうこ
とにつながりますので、要注意です。

３ つなぐ・見守る
　一度話を聴くだけでは問題解決といかない場合も多
くあります。その場合は、一人で悩まず相談するよう、
相談窓口を紹介しましょう。
　相談につながった後も、いつでも相談にのることを
伝え、今までどおり声をかけ、見守りましょう。

【こころの悩みについての相談窓口】
　■健康推進課　　　　　　 　　☎ 69 − 0350
　■京都府丹後保健所（福祉室）　☎ 62 − 4302

「はい」が①〜⑤の項目で２つ以上、
または⑥〜⑦の項目で１つ以上、ま
たは⑧の項目に該当する場合は、医
師や保健師などに相談してください。

62016.032016.037



小中一貫教育、完全実施
　本市教育委員会は、平成24年度に「京丹後市の学校教育改革構想」を策定しました。この
構想に基づき、「小中一貫教育」を平成26年度から市内に順次導入しており、平成28年度
からは全ての中学校区で完全実施となります。各中学校区の保幼小中学校で、考え方や目指す
ところ、学力向上の取り組みなどをより一貫的なものにして、子ども達を育んでいきます。平
成27年度の「小中一貫教育導入準備校区」の取り組みをお伝えしていましたこのシリーズの
最終回は久美浜中学校区です。

久
美
浜
中
学
校
区
が
目
指
す
児
童
生
徒

像
は
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
意
欲
的

に
学
び
、
や
さ
し
い
心
を
も
ち
、
根
気
強

く
努
力
す
る
子
ど
も
」

　

本
市
の
小
中
一
貫
教
育
で
は
、
小
中
学

校
が
目
標
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
保
・

幼
も
含
め
た
10
年
間
を
通
し
た
教
育
課
程

を
編
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
系
統
的
な

教
育
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

久
美
浜
中
学
校
区
の
１
園
・
２
保
、
３

小
、
１
中
学
校
で
は
、
昨
年
度
か
ら
引
き

続
き
導
入
準
備
校
区
と
し
て
、
園
児
・
児

童
、
生
徒
の
相
互
交
流
や
教
職
員
の
相
互

研
究
及
び
実
践
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

愛
称
を
「
久
美
浜
学
園
」
と
し
、「
ふ
る
さ

と
を
愛
し
、
意
欲
的
に
学
び
、
や
さ
し
い

心
を
も
ち
、
根
気
強
く
努
力
す
る
子
ど
も

平成28年度スタート

学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
☎
６
９
‐
０
６
２
０

の
育
成
」
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
平
成
27
年
度
は
、「
法
や
ル
ー
ル
に

関
す
る
教
育
」
の
研
究
指
定
校
区
と
し
て
、

小
中
一
貫
教
育
の
在
り
方
や
、「
規
範
意
識

の
醸
成
」「
自
己
肯
定
感
・
自
己
有
用
感
の

高
揚
」
を
目
指
し
、
久
美
浜
中
学
校
区
の

児
童
生
徒
の
実
態
を
見
な
が
ら
研
究
を
重

ね
ま
し
た
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ

に
や
る
」

　

久
美
浜
中
学
校
区
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
、土
台
と
し
て
い
る
考
え
方
は
、「
み

ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
や
る
」
で
す
。　

■
子
ど
も
の
面

　

児
童
会
・
生
徒
会
の
代
表
者
が
一
緒
に

小
中
合
同
の
取
り
組
み
内
容
を
話
し
合
い

ま
し
た
。
特
に
「
部
活
動
体
験
」（
10
月
）、

「
小
中
合
同
あ
い
さ
つ
運
動
」（
11
月
～
12

月
）、
特
別
支
援
学
級
の
「
ふ
れ
あ
い
交
流

会
」（
12
月
）
は
、
企
画
か
ら
実
施
、
報
告・

交
流
に
至
る
ま
で
小
中
学
生
が
協
力
し
て

行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
達
自
ら
が
小
中
の

垣
根
を
な
く
す
取
り
組
み
を
進
め
、
小
中

の
関
係
は
も
ち
ろ
ん
、
小
学
校
同
士
で
も

「
久
美
浜
学
園
」
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
思

い
を
強
く
し
て
い
き
ま
し
た
。

■
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
面

　

久
美
浜
学
園
の
各
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

合
同
事
業
と
し
て
、
今
日
的
課
題
で
あ
る

「
ス
マ
ホ
等
、
情
報
機
器
の
安
全
な
取
り
扱

い
に
つ
い
て
」
の
子
育
て
講
演
会
を
２
回

（
１
学
期
・
３
学
期
）
実
施
し
ま
し
た
。
子

ど
も
達
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
の
変
化
と

課
題
に
つ
い
て
、
各
学
校
単
位
で
は
な
く

「
久
美
浜
学
園
」
と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
に

も
お
知
ら
せ
し
学
習
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

皮
切
り
に
、
今
後
さ
ら
に
「
学
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

と
し
て
の
協
力
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

■
教
職
員
の
面

　
「
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き

る
こ
と
」「
命
・
仲
間
、
今
こ
の
一
瞬
を
大

切
に
す
る
こ
と
」、
こ
れ
が
校
区
内
児
童
生

徒
へ
の
全
教
職
員
の
願
い
で
す
。
こ
の
想

い
を
胸
に
、
学
園
の
教
職
員
で
児
童
生
徒

の
学
力
向
上
や
生
徒
指
導
に
つ
い
て
研
究

と
実
践
を
重
ね
ま
し
た
。

　

小
中
合
同
の
授
業
研
究
会
で
は
、
学
園

内
の
小
中
学
校
の
授
業
を
教
職
員
相
互
に

参
観
し
、
授
業
の
あ
り
方
を
議
論
し
ま
し

（最終回）

た
。
学
力
向
上
部
会
で
は
「
小
学
校
で
付

け
て
お
き
た
い
力
」
の
設
定
や
「
小
学
生

向
け
の
共
通
達
成
確
認
テ
ス
ト
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
学
園
の
全
教
職
員
で
、
学
力

向
上
に
向
け
た
共
通
認
識
を
強
く
し
、
授

業
や
学
習
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

生
徒
指
導
面
で
も
、
合
同
研
修
会
で
、
校

区
児
童
生
徒
の
生
徒
指
導
に
つ
い
て
議
論

し
、
小
中
の
共
通
指
導
事
項
を
設
定
し
て

共
通
認
識
の
も
と
指
導
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
な
ど
、
一
貫
し
た
生
徒
指
導
を
行
い

ま
し
た
。

久
美
浜
学
園
推
進
会
議
会
長
の
松
田
正
夫

久
美
浜
中
学
校
長
に
、
校
区
の
小
中
一
貫

教
育
に
つ
い
て
聞
き
し
ま
し
た
。

Ｑ
新
し
く
始
ま
る
教
育
体
制
に
つ
い

て
、現
在
の
状
況
は
ど
う
で
す
か
？

校
区
の
特
徴
的
な
課
題
で
あ
る
「
学
力

向
上
」「
不
登
校
の
未
然
防
止
」「
情

報
機
器
の
安
全
な
取
り
扱
い
」
に
つ
い
て
、

子
ど
も
た
ち
同
士
を
つ
な
げ
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
て
、
幼
保
小
中
で
連
携
を
図
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
教
職
員
同
士
や
保
護

者
同
士
も
つ
な
が
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
、

各
種
取
り
組
み
の
成
果
を
確
認
し
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
ま
で
の
成
果
や
、
成
果
に
関
し

て
感
じ
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

子
ど
も
の
面
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

度
、
久
美
浜
中
学
校
に
入
学
し
た
１

年
生
の
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
95
㌫
の
生

徒
が
「
学
校
は
楽
し
い
」（
１
学
期
末
）、

そ
し
て
85
㌫
の
生
徒
が
「
入
学
す
る
前
に

期
待
し
て
い
た
通
り
だ
っ
た
」（
２
学
期
）

と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一

定
の
不
安
や
ギ
ャ
ッ
プ
は
感
じ
つ
つ
も
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
が
な
く
中
学
校
生
活
に

馴
染
ん
で
き
て
い
る
と
想
像
で
き
、
学
園

と
し
て
小
中
一
貫
教
育
を
行
っ
て
い
る
成

果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　
部
活
動
体
験
な
ど
の
小
中
の
交
流
で
は
、

小
学
生
だ
け
で
な
く
、
小
学
生
の
お
手
本

に
な
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
、
中
学
生
も
成

長
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
の
児
童
会

同
士
の
交
流
な
ど
に
よ
り
、
小
学
生
相
互

が
よ
い
刺
激
と
な
り
、
例
え
ば
校
内
発
表

会
で
大
き
な
声
で
発
表
し
た
り
、
落
ち
着

い
て
授
業
に
の
ぞ
ん
だ
り
す
る
姿
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

教
職
員
も
児
童
生
徒
と
同
じ
く
、
共
に

小
中
一
貫
教
育
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
で
「
学
園
の
教
職
員
」
と
い
う
意

識
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
こ
う

し
た
教
職
員
の
意
識
の
高
ま
り
が
、
校
区

の
保
育
所
・
こ
ど
も
園
と
の
協
力
の
面
に

も
表
れ
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
保
育
所
・
幼
稚
園
と
小
学
校

低
学
年
の
な
め
ら
か
な
接
続
は
重
要
視
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
京
丹
後
市
の
小
中
一

貫
教
育
の
重
点
の
一
つ
で
し
た
。
そ
の
中

で
、
効
果
的
な
接
続
の
取
り
組
み
「
ア
プ

ロ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
ス
タ
ー
ト
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」
を
久
美
浜
学
園
で
作
成
し
、

現
在
実
施
中
で
す
。

　

校
種
は
違
え
ど
、
校
区
の
子
ど
も
た
ち

に
関
わ
る
者
同
士
、
十
分
な
交
流
の
も
と

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

Ｑ
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
伝

え
し
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
？

子
ど
も
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
家
庭
や

地
域
や
学
校
、
ど
れ
が
欠
け
て
も
い

け
ま
せ
ん
。
久
美
浜
町
を
愛
し
、
生
き
る

力
を
持
っ
た
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
に
は
、

三
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
小
中
一
貫
教
育
の
導
入

準
備
校
区
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
て
、
こ

の
こ
と
を
今
ま
で
よ
り
も
強
く
感
じ
ま
し

た
。

　

来
年
度
は
「
久
美
浜
学
園
教
育
支
援
協

議
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
三
者
一
体
と

な
っ
て
久
美
浜
町
の
園
児
・
児
童
生
徒
を

健
や
か
に
育
て
ら
れ
ま
す
よ
う
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
こ
れ
か
ら
の
久
美
浜
学
園
で
大
切

に
し
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
？

久
美
浜
学
園
に
関
わ
る
全
員
で
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
と
い
う
理
念
を
大
切

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
じ
志
を

持
つ
こ
と
が
、
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

保
幼
小
中
が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
学
力
、
体
力
、
精
神
力
の
向
上
に
つ

な
が
る
こ
と
を
子
ど
も
、
教
職
員
共
に
意

識
し
て
い
き
ま
す
。

▲小中合同会議で決まった取り組みのひとつ、「あい
さつ運動」。校区内の小学校に中学生が出向き、一
緒にあいさつ運動を行いました

▲小中合同の代表者会議で、小中合同で行う取り組みについて
相談しました。それぞれの立場から意見を述べ合いました

久美浜学園推進会議
会長　松田正夫

▲小中学校のＰＴＡが合同で実施した「子育て講演会」には多くの
保護者が参加。学校だけでなく、保護者・地域が一緒になって「学
園で子どもたちを育てる」という意識が芽生えています

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

2016.03 82016.039
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◀
元
気
よ
く
踊
る
小
中
学
生
た
ち

　丹後王国「食のみやこ」で１月17日、「着物でよさこいの
集い」が開かれ、着物姿の女性たちが元気よくよさこい踊
りを披露しました。着物の振興やよさこい踊りの普及を目的
に、京丹後よさこい連（谷康子代表）が主催したもの。
　オープニングでは、小中学生を先頭に約 40人が踊りな
がら登場。年代物の着物を現在のファッションに合わせて
着こなすいでたちなどで、観客の目を楽しませました。
　曲「恋い来いTANGO」を披露し、「よさこい体操」を
来場者と一緒に踊りました。また、ミニ着物ショーや大抽
選会も行われ、会場には笑顔があふれていました。

　宇川保育所（丹後町）で 2 月 3 日、節分
イベントが開かれ、子どもたちは、自分自身
の「心の鬼」を追い出すことをテーマに伝統
行事に親しみました。
　遊戯室に集合した園児たちは、個々で作
成した鬼の面を披露しながら、自分自身の
中から追い出したい「鬼」を発表。泣き虫
鬼や怒りんぼ鬼、〝いうこと聞かない鬼〟な
ど自分の欠点を挙げて、決別を誓いました。
　その後、童謡「鬼は外」「豆まき」を歌った
り、「ふにゃふにゃ鬼」を使って鬼退治の練習

（表紙写真）をしたりして、鬼の登場を待ち受
けました。園庭や廊下から窓をドンドンと叩く
音が響き、赤鬼と青鬼が金棒を振りかざしな
がら乱入すると場内は騒然。勇敢に立ち向かっ
て豆を投げつける子ども、走ったり隠れたりし
ながら逃げる子ども、泣きながら「もう悪いことはしません」

「いい子になります」と懇願する子どもなどがおり、それぞ
れが「心の鬼」と戦っていました。
　子どもたちは、鬼が去り、福の神が入ってくると表情をほ
ころばせ、ほっとした様子で配られた煎り豆を食べていまし
た。荻陽菜乃ちゃん（5 歳）は「とても怖かったけど、鬼をやっ
つけることができました」と目を赤くして話していました。

　峰山幼稚園記念誌制作委員会（奥村大委
員長）は 1 月 28 日、昨年４月に発行した記
念誌の収益を子どもたちの教育に役立てても
らおうと、和太鼓とヤマモモの木を峰山こど
も園に寄贈しました。
　この日、こども園で寄贈式が開かれ、同委
員会の５人が訪問。120 年前に開園した峰山
幼稚園の歩みや記念誌作成の経緯などを説
明した後、「この太鼓で元気な音を響かせて
ください」と和太鼓とヤマモモの目録を園児
に手渡しました。園児たちは「プレゼントして
くれてありがとう。これから大事に使います」
とお礼を述べ、感謝の気持ちを込めて和太
鼓の演奏とよさこい踊りを披露しました。

▲和太鼓とヤマモモの木の寄贈を受け、感謝を込め
て和太鼓の演奏を披露する園児たち

着物姿の女性たちがよさこい踊り
40人が丹後王国「食のみやこ」舞台に

弥 栄 町
1月17日

峰 山 町
1月28日

園
児
の
成
長
願
い
和
太
鼓
な
ど
寄
贈

峰
山
幼
稚
園
記
念
誌
制
作
委
が
峰
山
こ
ど
も
園
に

丹 後 町

怒
り
ん
ぼ
鬼
を
や
っ
つ
け
ろ

宇
川
保
育
所
で
節
分
イ
ベ
ン
ト

2月3日

　数えで 36 歳の男性が、区内の家々や
商店を回って厄よけの太鼓を打ち鳴らす
伝統行事「浅茂川節分太鼓」が２月２、
３日の両日、浅茂川区（網野町）で行わ
れました。
　今年は、昭和 56 年度生まれの同年組織

「五
ご

六
ろう

会
かい

」（澤元蔵会長）の５人が太鼓を
担当。昨年 11 月からの３カ月間、地元の

「浦島太鼓保存会」から指導を受けて、連
日の厳しい練習を重ねてきました。
　３日、朝７時に集合した同会のメンバー
と同区の青年らは、２班に別れて、厄年（41
歳、61 歳）の区民が住む家を中心に、子
どもが生まれた家庭、新築の家、事業所
など約 170 軒を訪問。口上を述べた後、

「どっこい、どっこい」「よーうつ、よーうつ」
「そこらじゃ、そこらじゃ」の掛け声と共に、
息の合ったバチさばきを披露し、無病息災
や商売繁盛を祈願しました。
　前日には、幼稚園や保育所なども訪問し
て、勇壮な太鼓の音を響かせました。

　言葉の楽しさを味わいながら、児童の言
葉の力を育成しようと、俳句づくりを授業
に取り入れる大宮南小学校で 1 月 22 日、
坪内稔典佛教大学名誉教授を迎えて、「俳
句の出前講座」が開催されました。
　同講座には、４～ 6 年の児童 61 名が出
席。坪内教授は雪景色を眺めた後、「5・7・
5 の言葉で絵を描こう」と話し掛け、『雪に
なる』に続く言葉を考えさせる方法で講座
を進めていきました。
　児童たちは、“雪合戦”や“こたつ”、“足
あと”などの言葉を使い俳句を完成させ、
順番に披露。坪内教授はそれぞれの句に補
足やアドバイスを加えながら評価を行いま
した。4 年生 24 人の発表を聞いた林澄

すみ

玲
れ

さん（6 年）は、「雪景色が目に浮かび、友
達や家族と楽しむ様子が伝わった」と感想
を述べました。
　5、6 年生の作品については、それぞれ
の担任教諭が手本となるものを選定。坪内
教授は、「雪になる 外で遊んで 舞妓さん（淺
田理門君（6 年）」、「雪になる そんな自分
に 夢を見る（岡田優

ゆ う

羽さん（5 年）」と詠
んだ句を高評。自分の作品を褒められた淺田君は、「う
れしい」と照れ笑いし、講座の感想を求められた岡田さ
んは、「みんな上手に表現できて楽しかった」と笑顔を
見せていました。

▲店内で商売繁盛を願い節分太鼓を披露する「五六会」のメンバー

　府立久美浜高校の生徒会は昨年12 月、通学路の危険
箇所をまとめた手描きの交通安全マップを作成しました。　
　昨年10 月に同高の生徒が交通事故で亡くなったことを受
け、二度と悲しい事故が起きないようにと取り組みを企画。
マップでは、全校生徒にアンケートを実施して得た回答をも
とに、「対向車が見えにくい」「道幅が狭い」といった通学路
の危険箇所を写真付きで紹介しています。
　生徒たちは12 月中旬、久美浜交番前でドライバーにマッ
プを配布。1月25日には、これらの活動に対し、京丹後署
長から生徒会に感謝状が送られました。
　生徒会長の中川楓太君は「ドライバーの皆さんはもちろん、
生徒にも交通安全を呼び掛けていきたい」と話していました。

通学路の安全を守るために
久美浜高生徒会が交通安全マップ作成

久 美 浜 町

▶
交
通
安
全
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
久
美
浜

高
校
生
徒
会
の
皆
さ
ん

12月

▲鬼の登場にびっくりして、クモの子を散らすように逃げ出す子ど
もたち

大 宮 町

雪
景
色
や
家
族
だ
ん
ら
ん
を
詠
む

大
宮
南
小
児
童
が
坪
内
佛
大
名
誉
教
授
に
俳
句
学
ぶ

1月22日

▲児童の俳句に対してアドバイスする坪内教授

102016.03

無
病
息
災
や
商
売
繁
盛
を
祈
願

浅
茂
川
区
伝
統
の
節
分
太
鼓
２月2・3日
網 野 町
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（
峰
山
町
二
箇
）【元峰山町議会議員】

　昭和 58 年から平成７年までの連
続３期 12 年の長きにわたり、峰山
町議会議員として活躍。平成元年か
ら平成３年までは、副議長を務め、
卓越した識見と指導力をもって議会
の円滑な運営に尽力するなど、地方
自治の伸展に貢献されました。

高齢者叙勲
旭日単光章（地方自治功労）

  

　 

川
原
　
宙み

ち

男お 

さ
ん (

88)

京都府農山漁村伝承技能登録・認定制度
「農の匠」

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

▼
消
防
団
員
の
出
初
式
、
力
強
く
、
地
域
の

安
全
で
安
心
し
て
生
活
出
来
る
よ
う
団

員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
さ
れ
て
い
る
様
子

が
行
進
を
見
て
良
く
わ
か
り
ま
し
た
。

【
大
宮
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
過
日
“
消
防
出
初
式
”
を
拝
見
。
放
水

の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
団

の
皆
様
が
京
丹
後
市
の
暮
ら
し
と
命
を

守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
感

謝
し
ま
す
。

【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
愛
の
洞
窟 

初
め
て
知
り
ま
し
た
が
何
か

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
良
い
で
す
ね
。
早
く
安

全
面
が
確
保
で
き
、
観
光
資
源
に
な
る

と
い
い
で
す
ね
。
私
も
行
っ
て
み
た
い
で

す
。

【
大
宮
町
・
50
代
・
女
性
】

▼
“
地
方
創
生
を
目
指
し
大
学
と
連
携
協

力
”
は
大
変
良
い
発
想
だ
と
思
い
ま
す
。

地
元
住
民
か
ら
の
声
も
大
切
で
し
ょ
う

が
、
当
地
域
と
直
接
関
係
の
な
い
、
し

か
も
若
い
方
々
か
ら
の
新
鮮
な
提
言
は
、

京
丹
後
市
の
将
来
に
大
き
な
力
に
な
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

【
弥
栄
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
小
中
一
貫
教
育
の
記
事
に
興
味
を
も
ち
ま

し
た
。
秋
田
も
一
貫
校
が
こ
の
４
月
か
ら

一
つ
増
え
ま
す
（
中
高
一
貫
校
）。
少
子

化
に
伴
う
教
育
改
革
は
ど
こ
の
市
町
村

で
も
課
題
に
な
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
よ
い
教
育
が

声

み
ん
な
の

このコーナーでは、地域の方から旬の食材を使った料理を教わり、料理初心者の広報マンが、レシピと共に体験レポートを紹介します。

京丹後の食材で簡単レシピ 旬★感 たんごはん Vo l . 2 7

（
大
宮
町
新
宮
）

【登録技能：良食味米生産】

　「丹後産コシヒカリ良食味米共励会」
で、15 年間で最優秀賞を４回、入賞 12
回と毎年安定した好成績をあげ、特Ａラ
ンクの「丹後産コシヒカリ」ブランドを牽
引。また、大宮ブナ林米生産グループと
して、グループ員とほ場を巡回するなど、
食味向上に向けた研究を続けています。

  

　 

井
上
　
喜
久
治 

さ
ん (

80)

（
弥
栄
町
木
橋
）【登録技能：肉用牛繁殖】

　「宇川牛」や「筒川牛」の育成技術を
継承し、山間地の自然を生かして、足
腰の強い子牛を育成。また、構造に作
業効率を高める工夫を凝らした牛舎等
を建設しているほか、優れた血統を積
極的に導入するため、受精卵移植子牛
の飼育も先進的に取り入れています。

  

　 

田た
な
べ邉

　
榮え

い

志し 

さ
ん (

78)

　
京
都
府
で
は
、
府
内
各
地
域
に
あ
る
伝
統
的
あ
る
い
は
優

れ
た
生
産
・
生
活
に
か
か
る
技
能
を
記
録
・
保
存
し
、
次
の

世
代
に
伝
承
し
て
い
く
た
め
、
京
都
府
農
山
漁
村
伝
承
技
能

登
録
・
認
定
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
極
め

て
希
少
価
値
が
高
く
、高
度
な
技
を
保
持
す
る
方
々
を
農
業
、

林
業
、漁
業
の
分
野
で
、そ
れ
ぞ
れ「
農
の
匠
」「
山
の
匠
」「
海

の
匠
」
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
本
市
か
ら
、
２
人
の
方
が
「
農
の
匠
」
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

共同募金運動にご協力いただき
ありがとうございました

　平成 27 年度共同募金運動（赤
い羽根募金）および歳末たすけあ
い募金にご協力いただき、ありが
とうございました。
　皆さんからお寄せいただいた赤
い羽根募金は、平成 28 年度の
府内福祉施設の整備や京丹後市
社会福祉協議会が行う地域福祉
事業などに使われます。また、歳
末たすけあい募金は、昨年末に、
京丹後市社会福祉協議会により、
支援を必要とする人たちが地域で
安心して暮らすことができるよう、

特にお困りの方
に配 分させて
いただきました。
　なお、京丹後市での詳しい配
分内容は、赤い羽根共同募金の
ホームページ「はねっと」（http://
h a ne t t . a k a i h a ne . o r . j p /
hanett/pub/home.do）でご確
認ください。
◎赤い羽根募金

　　　　　  ９，２２２，６４６円
◎歳末たすけあい募金

　　　　　　７，２９６，１５６円

1.	京みず菜を２cm、豚肉を３cm 程の長さに切る。金時人参
は火が通りやすいように細かい千切りにする。

2.	（ここからは 1人前の作り方です）小さめのフライパンに出
汁 80㏄と金時人参（適量）を入れて火にかける。

3.	出汁が煮立って、金時人参がやわらかくなったら豚肉（50g）
を入れ、しっかりと火を通す。

4.	どんぶりにご飯を盛り、ご飯の上に京みず菜（生）を半量
程度（25g）散らす。

5.	豚肉に火が通ったら残りの京みず菜（25g）を入れ、卵１個
を溶き回し入れる。卵が半熟になったら火を止め、どんぶ
りに移したら完成。

作り方

京みず菜の漬物の作り方

　京みず菜はクセが無く、生でも食べられるので
今回紹介した丼もののご飯の上に、是非、生の京

みず菜をのせて食べてみてください。シャキシャキとした食感が
楽しめますよ！京みず菜は、餃子やかき揚げなどの具材としても
使えます。

　さまざまな料理で使える京みず菜のアレンジ料理を教えてい
ただきました。今回はアッという間に作れる簡単料理で、京みず
菜の緑色、金時人参の赤色、玉子の黄色と色合いもきれいです。
　お話を伺っていると、京みず菜を使った色々なアイデアレシピ
が次から次へと出てきました。また、ご紹介できればと思います！
京みず菜の漬物も簡単で美味しいので是非作ってください。

教えてくれたひと

堀江 利
とし

子
こ

 さん （弥栄町）

京みず菜の豚丼

材料（４人前） ●出汁

・京みず菜 …200g ・和風出汁 …200㏄

・豚肉（バラ） …200g ・みりん …大さじ４

・卵 …４個 ・醤油 …大さじ４
・金時人参 …適量
・ご飯（丼ぶり）…４杯

体験レポート

丼ぶりの添え物に >>>京みず菜の漬物

・京みず菜・・・適量

・昆布茶・・・小さじ１

・水またはお湯・・・100㏄

1.	京みず菜を適当な長さに切る。
2.	密閉する袋または容器に、京みず菜、昆布茶、水または
お湯を入れ1時間程度置いたら完成。

京丹後市役所 facebook 検索

京丹後市公式
facebook
京丹後市公式 facebookに「いいね！」を
するといち早く情報をご覧いただけます！
「いいね！」を押して最新情報をゲット！

https://www.facebook.com/kyotango/ 写真で見やすく工夫！
最新情報、お届け中！
いいね！をするには
facebookへの
登録が必要です。
スマホ・携帯からもOK！
登録してね！京丹後市役所　facebook

出
来
る
よ
う
考
え
て
お
ら
れ
る
京
丹
後

市
の
取
り
組
み
の
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で

す
。

【
秋
田
県
秋
田
市
・
40
代
・
女
性
】

▼
旬
感
★
た
ん
ご
は
ん
～
牡
蠣
の
玉
子
と
じ

丼
美
味
し
そ
う
で
す
ね
。
牡
蠣
は
今
が
一

番
で
す
ね
。
牡
蠣
フ
ラ
イ
も
い
い
で
す
。

生
の
牡
蠣
も
レ
モ
ン
か
け
て
食
べ
た
い
で

す
♡

【
大
宮
町
・
40
代
・
女
性
】

▼
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
用
し
て
の
小

学
生
「
大
地
の
学
習
」、
見
て
触
っ
て
ど

ん
ど
ん
自
然
を
好
き
に
な
っ
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
網
野
町
・
70
代
・
男
性
】

▼
巻
末
「
京
丹
後
人
」
小
山
さ
ん
の
「
離

村
に
よ
っ
て
も
意
外
と
村
は
消
え
な
い
」

の
言
葉
に
感
動
と
安
心
を
覚
え
ま
し
た
。

「
故
郷
は
遠
く
に
在
り
て
思
う
も
の
」。
懐

か
し
い
過
の
地
が
永
遠
に
存
続
し
ま
す

様
に
是
非
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

【
京
都
市
・
60
代
・
女
性
】

▼
な
つ
か
し
い
丹
後
の
風
景
を
い
つ
も
感
じ

て
い
ま
す
。
い
つ
か
帰
り
た
い
と
い
つ
も

思
っ
て
い
ま
す
。

【
埼
玉
県
春
日
部
市
・
50
代
・
男
性
】

▼
京
丹
後
市
を
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
是
非
取
り
上
げ
て
く
だ
さ

い
。
私
は
京
丹
後
市
を
離
れ
た
人
間
で

す
が
、
京
丹
後
市
の
良
さ
を
市
外
だ
け

で
な
く
、
市
内
の
皆
さ
ん
に
も
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
で
、
市
内
に
と
ど
ま
っ
た
り
、

外
か
ら
来
る
人
が
増
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

【
大
阪
府
茨
木
市
・
30
代
・
男
性
】
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馬
ば ん ば

場 咲
さく

來
ら

ちゃん（女の子）
１月生まれ・3,526㌘
母：奈津さん　父：隆太さん

（峰山町長岡）

粟倉 幸
ゆ

紀
き

ちゃん（女の子）
１月生まれ・2,884㌘
母：千晶さん　父：良

よし

尚
たか

さん

（峰山町久次）

松村 穣
じょう

ちゃん（男の子）
１月生まれ・2,812㌘
母：瑞季さん　父：京介さん

（大宮町河辺）

本城 沙
さ

楽
ら

ちゃん（女の子）
１月生まれ・2,856㌘
母：亜紀乃さん　父：成

なる

人
ひと

さん

（大宮町口大野）

牧田 渉
わたる

ちゃん（男の子）
１月生まれ・3,008㌘
母：由佳さん　父：新

あらた

さん

（峰山町吉原）

上田 蒼
あお

士
し

ちゃん（男の子）
１月生まれ・3,580㌘
母：夏子さん　父：将志さん

（弥栄町和田野）

生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を喜ぶ
ご家族の姿を紹介します。ご応募いただいた全ての方を掲載
しています。どしどしご応募ください。
　※詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで  （☎ 69-0110）
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地域医療の現場から
The Healthy Life

市立弥栄病院
薬剤師長

藤田 多佳子

文
薬のよく効く飲み方知っていますか？
一歩間違うと、危険な副作用の可能性があります

　薬は一般の商品や食物と異なり、人命に直接つな
がりをもっています。正しく使えば病気の治療に有
効な働きをしますが、一つ間違うと、危険な副作用
をもたらす可能性もあります。薬を正しく用いるた
めに自分で判断せず、医師や薬剤師に相談して、指
示通り服用しましょう。

最も大切なのは、量と回数を守る
こと
　薬は、少なすぎると効かず、多すぎると

中毒を起こすことがあるので、ちょうどよく効く量
（薬用量）が決められています。一度飲んだ薬は、体
内に吸収され、やがて排泄されます。この吸収と排
泄が服用時間に関係しているため、決められた量と
回数を守ることが最も大切です。

薬を飲むときは、少し多めの水で
　薬と一緒に飲むものとして無難なのは

「水」「ぬるま湯」です。薬を飲むギリギリの量では
なく、少し多めの量を飲むのがポイントです。これは、
薬の成分が水で薄められ、喉に付着して炎症を起こ
さないため、また胃の粘膜への刺激を少なくするた
め、さらには吸収を良くするためなどの理由があり
ます。

　また、以前は「お茶で飲んでは効果がなくなる」
などと言われたことがありますが、現在では、濃茶
でなければ一般的な緑茶やウーロン茶で服用しても
問題ありません。なお、水分制限されている方は、
医師の指示にしたがってください。

　誰しも飲んだことがある「薬」。今回は、
薬の上手な飲み方や保管について、薬剤師
の藤田さんからアドバイスをいただきます。

服 用 時 間 服用時の注意
食 前 食事をする約30分前に服用する
食 直 前 薬を服用したらすぐに食事をとる
食 後 食事が終わってから 30分以内に服用する
食 直 後 食事が終ったらすぐに服用する

食 間 食事と食事の間で、食後約２時間してから服
用する（食事中には飲まないでください）

就 寝 前 寝る直前、又は 30分～ 1時間前に服用する
起 床 時 朝起きてすぐに服用する

頓 服
定期ではなく、必要に応じて服用する（ただ
し、続けて服用する場合は医師に指示された
時間をあけてください）

時 間 毎 決められた時間をあけて服用する
（注意）所定の時間に薬を飲み忘れた場合でも、１度に２回分
の薬を服用してはいけません

風邪の症状が同じなので、前にもらっ

て残っている薬を使ってもいいです

か？
　余っている薬を服用することは、絶対にや
めてください。同じ病気でも、症状によって
処方が異なります。また、薬が変質し、危険
な副作用が生じるおそれもあります。風邪の

症状がやわらいでも、処方された薬は飲みきっていた
だき、万一飲み残した薬は、破棄してください。

薬が喉にひっかかって飲みにくいの

で、砕いて飲んでもいいですか？
　勝手に砕いてはいけません。薬には、効果
が持続するように工夫されている薬（徐放剤）、
胃で溶けず腸で溶ける薬（腸容剤）、薬の成分
が苦かったり吸湿性があったりするためコー

ティングしている薬（糖衣剤）などがあるので、勝手
な判断で形状を変えると想定する効果が得られませ
ん。飲みにくい場合は、散薬、シロップ剤、坐薬、テー
プなど、他の方法で処方することもできますので、医
師または薬剤師にご相談ください。

薬の保管はどうしたらいいですか？
　防湿し、冷蔵庫や冷暗所など涼しいところで
保管してください。薬には、湿気や日光に弱い
ものがあり、こうした状況で保管すると化学変
化が起き、効果が無くなるものがあります。特
に、散薬、錠剤はフタのある缶に乾燥剤と一緒

に入れて、涼しいところに置いてください。なお、冷
蔵庫は有用ですが、凍結させないように温度調節を
行ってください。

教えて！
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大
宮
町
河
辺
に
所
在
す
る

萬ば
ん

休き
ゅ
う

院い
ん

は
、
も
と
天
台
宗
の

お
寺
で
し
た
が
、
延え

ん

徳と
く

元
年

（
１
４
８
９
）
に
曹
洞
宗
の
お

寺
と
し
て
復
興
し
、
寛か

ん

文ぶ
ん

８
年

（
１
６
６
８
）
に
現
在
地
に
移

転
し
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、元げ

ん

禄ろ
く

８
年
（
１
６
９
５
）

に
臨
済
宗
の
お
寺
と
な
り
ま
し

た
。

　
萬
休
院
の
茶ち

ゃ

壺つ
ぼ

は
、
愛
知
県

瀬
戸
市
に
所
在
す
る
中
世
の
有

名
な
陶
器
生
産
地
で
あ
っ
た
瀬

戸
窯
で
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。

壺
は
、
肩
に
耳
を
四
カ
所
つ
け

た
「
四し

耳じ

壺こ

」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
中
国
の
白は

く

磁じ

に
よ
く
見

ら
れ
る
形
の
も
の
で
す
。
茶
壺

は
、
こ
れ
を
模
倣
し
釉
薬
を
か

け
て
焼
く
施せ

釉ゆ
う

陶
器
と
し
て
造

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

な
お
万
休
院
の
茶
壺
は
、

焼
く
前
に
「
享き

ょ
う

禄ろ
く

四
月
下
旬

祖
母
懐
」（
１
５
３
１
年
）
と

ヘ
ラ
書
き
さ
れ
、
制
作
年
代

が
分
か
り
ま
す
。
室
町
時
代

の
瀬
戸
焼
は
、「
古こ

瀬せ

戸と

」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
萬
休
院
の

茶
壺
は
、
制
作
年
代
が
分
か

る
古
瀬
戸
の
残
り
の
良
い
資

料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
す
。

こ
の
点
が
評
価
さ
れ
、
昭
和

60
年
７
月
１
日
付
け
で
大
宮

町
指
定
文
化
財
（
工
芸
品
）

に
指
定
さ
れ
、
平
成
16
年
の

京
丹
後
市
発
足
と
と
も
に
市

指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま

す
。

（
文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 
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萬
休
院
の
茶
壺

制作年代の分かる古瀬戸の良い資料
萬休院の茶壺（萬休院所蔵）

　昨年11月、世界ジオパークネット
ワークの活動がユネスコの正式事業
となり、今後ジオパークへの注目度
がさらにあがることが期待されていま
す。
　そのような中、国内に8 地域ある
ユネスコ世界ジオパークに関係する9
道府県では、ユネスコ世界ジオパーク
のPRと、地域のジオパーク活動へ
の一層の支援を図るため、「ユネスコ

世界ジオパーク道府県連合」を結成
し、2月2日に東京国際フォーラムで
記念キャンペーンを開催しました。
　キャンペーンでは、日本ユネスコ国
内委員会広報大使のさかなクンによ
るお祝い記念トークのほか、各道府
県の知事や各地のゆるキャラなどか
ら記念品が配られ、各ジオパークのＰ
Ｒを行いました。
　また、このほど、ユネスコからロゴ

９道府県が連合結成し記念キャンペーン

“ユネスコ世界ジオパーク”の取り組みが始動

左／ユネスコ世界ジオパーク道府県連合に
よる記念キャンペーンの様子
上／新しいロゴマーク

マークが提供されました。ロゴマーク
は、神殿をかたどるユネスコのシンボ
ルマークに、世界ジオパークネットワ
ークのロゴデザインを取り入れた山陰
海岸ジオパーク独自のものです。
　市では、ユネスコ世界ジオパーク
に認定された山陰海岸ジオパークのよ
り一層の認知度向上につなげていき
ます。

（観光振興課）

　

環
境
活
動
発
表
で
は
、
高
龍

小
学
校
４
年
の
児
童
た
ち
が
、
校

区
に
あ
る
川
や
た
め
池
を
調
査
し

て
学
ん
だ
こ
と
を
、
ク
イ
ズ
を
交

え
た
劇
で
発
表
。
川
上
谷
川
の
下

流
に
は
ご
み
が
多
い
こ
と
を
紹
介

し
、「
川
を
良
く
す
る
に
は
、
ま

ず
ご
み
を
捨
て
な
い
こ
と
。
さ
ら

に
水
の
循
環
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
山
の
木
・
緑
を
増
や
す
こ
と

が
大
切
」と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、

住
民
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
調

査
し
た
品ほ

ん

田で

に
あ
る
た
め
池
に
つ

い
て
「
水
が
地
域
に
い
き
わ
た
る

こ
と
に
よ
り
農
業
が
栄
え
、
人
々

の
生
活
は
豊
か
に
な
っ
た
」
と
報

告
。
最
後
に
「Forever

」
を
合

唱
し
、「
一
人
ひ
と
り
が
環
境
を

大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

僕
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
考
え

て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

峰
山
高
校
弥
栄
分
校
家
政
科

２
年
の
７
人
は
、「
風
呂
敷
ラ
ッ

ピ
ン
グ
で
実
践
！
エ
コ
ラ
イ
フ
」

と
題
し
、
授
業
で
学
ん
だ
風
呂
敷

の
結
び
方
な
ど
を
実
演
。「
小
さ

な
こ
と
の
積
み
重
ね
が
自
然
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
環
境
に
負

荷
の
少
な
い
生
活
を
」
と
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
環
境
学
習
に
取
り

組
ん
で
い
る
エ
コ
キ
ッ
ズ
与
謝
野

の
取
り
組
み
報
告
や
、“
京
丹
後

の
で
ん
じ
ろ
う
”
こ
と
平
井
邦
生

さ
ん
（
大
宮
町
）
に
よ
る
「
お
も

し
ろ
実
験
教
室
」
な
ど
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
地
域
を

越
え
た
環
境
保
全
活
動
の
輪
を

広
げ
よ
う
と
、
丹
後
２
市
２
町
の

住
民
グ
ル
ー
プ
や
事
業
者
で
つ
く

る
「
丹
後
の
豊
か
な
環
境
づ
く
り

推
進
会
議
」
が
平
成
24
年
か
ら

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

丹
後
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
児
童
生
徒
が
発
表

「
豊
か
な
自
然
を
未
来
へ
―
。
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」

上／クイズを交えた劇で活動発表を行う高龍小４年の児童たち　
下左／風呂敷を使った環境に負荷の少ない生活を提案する峰山
高弥栄分校の生徒たち　下右／実験を交えながら省エネルギー推
進を呼び掛ける平井さん

　
“
知
ろ
う 

つ
な
ご
う 

丹
後
の
く
ら
し
”
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
丹
後
環

境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
２
月
７
日
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮
で
開
か
れ

ま
し
た
。
訪
れ
た
約
２
５
０
人
は
、
実
験
教
室
や
小
学
生
・
高
校
生
に

よ
る
環
境
活
動
発
表
を
通
し
て
、
自
然
と
人
々
の
暮
ら
し
と
の
関
わ
り

や
、
豊
か
な
資
源
を
次
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

防衛省の補助金を活用し除雪車・救急車を配備

　市は、防衛省の補助金を活用して、除雪車、高規格救
急車を配備しました。この助成は、自衛隊基地など防衛
施設周辺地域の生活環境等を整備し、住民の暮らしの
安定に寄与することを目的に行われているものです。
　高規格救急車は、患者監視装置、除細動器など、救
命処置に必要な資器材が積載された救急車で、消防本
部峰山消防署竹野川分遣所（丹後町）に配備。また、
経ヶ岬分屯基地等周辺の除雪作業の効率化を図るため、
国道178号（宇川地域）に配備していた除雪車を大型の
機械に更新し、それぞれ運用を開始しています。

６年ぶり京丹後市で「京丹後ふるさと応援団交流会」

“ふるさと京丹後”の発展に向け意見交換

除雪車
（事業費：約1,600万円）

高規格救急車
（事業費：約3,000万円）

　京丹後市にゆかりや愛着を持つ市外在住者で構成する
「京丹後ふるさと応援団」の交流会を２月11日、丹後王
国「食のみやこ」で開催しました。本市での開催は６年ぶり。
　交流会では、市の紹介VTRの上映や特産品が当たる
抽選会などを実施。出席した18人は、京丹後への思いや
活動内容などを話の種に歓談し、“ふるさと京丹後”の発
展に向けて意見を交わしていました。なお、平成 28 年１月
末現在の団員数は2,225人です。

出席者の皆さん



３月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
28 29 3/1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31 4/1 2

今月のおすすめ

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）
◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

　天国ポスト…もう会えな
くなった人に、思いを込めて手紙を
書くと届けてくれるポスト。大きな
じしんで大好きなおばあちゃんと犬
のポロがいなくなった。たけるはお
ばあちゃんの家のあとに行ったとき、
白い天国ポストを見つけた。おばあ
ちゃんへの手紙、届けてくれる？

◉ 『ぼくの天国ポスト』 寺井 広樹／原案
志茂田 景樹／作

福田 岩緒／絵
絵本塾出版

◉ 『ミッドナイト・バス』 伊吹 有喜／著
文藝春秋

峰山中学校で「調べ学習」

　峰山中学校１年生の総合的な学習の授業で、図書
館職員が、調べ物をする際の図書館の活用法などに
ついて説明を行いました。
　授業では、百科事典の使い方や本の分類方法、目
当ての本を探す方法などについて職員が説明。その
後、生徒たちは各班ごとに演習問題に取り組み、図
書室の本を使って調べた事をまとめ、発表していま
した。

　東京での仕事を辞め、
故郷新潟で深夜バスの運転手と
なった利一。16 年前に別れた妻
との偶然の再会。長男が抱える苦
悩、長女の揺れ動く生き様。ばら
ばらになった家族が今、故郷で出
会う。深夜バス、到着したらそこ
から新しい人生が始まる。

京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

　　

Topics

　市国際交流協会では 1月 23日、世界各国の食文
化を学び、国際交流を深めるインターナショナル
クッキングを開催しました。今回のテーマはベトナ
ム料理。日本人のほか、中国、フィリピン出身者も
参加し、「生春巻き」「バインセオ（ベトナムのお好
み焼き）」「フォー」の３品に挑戦しました。
　この日、市内在住のベトナム人２人が講師を務め、
調理のポイントやベトナム料理の特徴を紹介。「中
国文化や統治時代のフランス文化の影響を受けてお
り、あまりクセがなくマイルドな味付けのものが多
い」などと話しました。参加者たちは手際よく調理
を進め、完成した料理を全員で味わいました。

ベ
ト
ナ
ム
人
講
師
（
左
）
に
教
わ
り

な
が
ら
、
生
春
巻
き
な
ど
３
種
類
の

メ
ニ
ュ
ー
を
作
る
参
加
者
た
ち

　　インターナショナルクッキングを開催

「ベトナム料理」に挑戦

子どもたちが“ソーマトロープ”作りに挑戦
　丹後図書室では１月31日、“な
ぞなぞなあに？”をテーマとした「立
春おはなし会」を開催しました。
　参加した子どもたちは、絵本の
中に隠れている乗り物を当てたり、
なぞなぞの紙芝居では答えをみん
なで考え、読み聞かせを楽しみまし
た。
　また、ソーマトロープ※に描かれ
たお話の主人公の絵を見て、その
題名を当てるクイズや実際にソー
マトロープ作りにも挑戦。「桃太郎」
や「おやゆび姫」などの下絵が描
かれた画用紙に色を塗り、思い思
いのソーマトロープを完成させまし
た。子どもたちは、作ったソーマト

ロープを回転させ、浮かび上がる絵
に歓声を上げていました。
※表と裏に絵を描いた円盤状の画
用紙を高速で回転させる事により、
両面の絵が重なって見える遊具で
す。

自分で作ったソーマトロープで遊ぶ
参加者

　　

Topics

　市国際交流協会では２月に計３回、英会話を実践
する機会として「英語でしゃべらナイト」を開催しま
した。
　２回目の２月16日は、日本人30人と10人のネ
イティブスピーカーが参加。３～４人のグループに分
かれて、自分の趣味や仕事、京丹後市の好きなとこ
ろなどを英語で紹介し合い、会話を楽しんでいました。
　参加者からは「完璧な英語ではなくても、じっくり
話ができるので楽しい」などと感想が寄せられました。
　協会では、皆さんからの要望を踏まえ、今後も英
語をはじめとする外国語講座を開催していく予定で
す。

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
（
右
）
を

交
え
て
、
英
語
だ
け
で
会
話
を
楽
し

む
参
加
者
た
ち

　　“日本語禁止”「英語でしゃべらナイト」

All English で会話楽しむ

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正
解者の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレ
ゼント！

◆応募方法
はがきか E メールに ①クイズの答え（○の中に入る数字や
文字）②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広
報紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなどをご
記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先・E メールアドレス
は裏表紙を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラスト
は広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘れず
にご記入ください。
◆応募締切
３月 15日（火）当日消印有効。ウェブサイトからの応募
も受け付けます。(https://www.shinsei.elg-front.jp/kyoto/

問１ 「京丹後○○○○コンシェルジュ制度」を創設
問２ 浅茂川区伝統の「○○太鼓」で無病息災祈願
問３ 生命の絆では「○組」のご家族を紹介

広報クイズ
uketsuke/sform.do?acs=kohoquiz）
　　　ＱＲコードからもアクセスできます
当選者の発表は４月号のこのコーナーで

◆１月号の答え
問１…ふるさと　問２…七宝　問３…ユネスコ
◆２月号の答え
問１…愛　問２…メモリアル　問３…520
◆1月号当選者
谷口真史さん（峰山町）、田中邦代さん（峰山町）、大木敏
正さん（大宮町）、糸井武志さん（埼玉県春日部市）、堀井
五百子さん（弥栄町）
◆２月号当選者
堀英子さん（大宮町）、和泉徹さん（久美浜町）、島谷喜久
子さん（大宮町）、小山昇さん（網野町）、森口隆広さん（大
阪府茨木市）
応募総数は１月号が46人、２月号が 36人で全員正解でした。たく
さんのご応募ありがとうございました。

各
班
で
図
書
室
の
本
を

使
っ
て
調
べ
物
の
演
習
問
題

に
取
り
組
む
生
徒
た
ち

19 2016.03 182016.03

　

京都府丹後文化会館　インフォメーション

３/６日 前売券
発売中

主催 /（公財）京都府丹後文化事業団・京都府
後援/宮津市教育委員会・京丹後市教育委員会・
与謝野町教育委員会
協力 / ㈱ダンスオブハーツエデュケーション

 開演 15：00（開場 14：30）
	京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 丹後の小・中・高生がミュージカルを通して

　 生きる素晴らしさを伝えます。
	500 円（一律）※３歳以上有料
 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

平成 27 年度　文化庁　文化芸術による地域活性化・国際発信推進事業
京都府文化を未来に伝える次世代育み事業

TEN・NYOの贈り物2015
丹後ミュージカル

＜全席自由＞

プレイガイド（前売所）
【京丹後市】
峰山町：京都府丹後文化会館、マルヨ
シ書店、㈱淀徳商店、宮田教育堂、マ
イン、たつみ印刷／大宮町 :田崎書
店／網野町 :モリノ／丹後町 :小市
郎商店／弥栄町：㈲平井商店／久美
浜町：イケダ堂

【丹後各市町】㈱にしがき全店
【与謝野町】中上写真館ウイル店
【宮津市】㈱宝来屋
【福知山市】㈱福島文進堂
【豊岡市】豊岡市民プラザ



202016.03

人口・世帯数
男　	27,743人	（－29）
女　	29,896人	（－23）
計	　57,639人	（－52）
世帯数	　22,742世帯	（＋16）
2月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

　
今
月
の
表
紙
は
、
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
そ
う
に
〝
ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ

鬼
”
を
や
っ
つ
け
て
い
る
様
子
を
撮

影
し
ま
し
た
。
広
報
担
当
と
し
て

は
、
そ
の
後
に
登
場
し
た
〝
本
物

の
鬼
”
と
の
や
り
と
り
を
撮
り
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
遊
技
場
を
猛
ス

ピ
ー
ド
で
逃
げ
回
っ
た
り
隠
れ
た

り
す
る
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
い

け
ま
せ
ん
で
し
た
（
汗
）
▼
と
こ

ろ
で
、
京
丹
後
に
は
節
分
に
関
す

る
一
風
変
わ
っ
た
風
習
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
す
か
。
６
町
そ
れ
ぞ
れ

の
ご
く
一
部
の
家
で
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
が
、
共
通
す
る
の
は
「
先

祖
が
鬼
に
助
け
ら
れ
た
た
め
豆
ま

き
を
し
な
い
」
や
「
豆
ま
き
で
逃
げ

て
き
た
鬼
を
助
け
る
」
な
ど
の
習

わ
し
。「
鬼
の
宿
」
な
ど
と
も
い
わ

れ
、
鬼
が
家
に
入
れ
る
よ
う
に
裏

口
を
開
け
て
お
く
家
も
あ
る
と
か
。

▼
ま
た
、
節
分
に
は
鬼
や
妖
怪
の
一

種
と
い
わ
れ
る
「
ひ
ゃ
っ
か
げ
」
に

関
す
る
話
し
も
あ
り
ま
す
。
▼
こ

う
し
た
お
話
を
広
報
紙
で
紹
介
す

る
の
も
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
ぜ
ひ
、
一
風
変
わ
っ
た
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！
「
鬼
に
金
棒
。

広
報
マ
ン
に
情
報
」
で
す
ね
／
遼

　
峰
山
町
と
弥
栄
町
の
境
付
近
に
架
か
る
「
矢
田

橋
」
の
近
く
に
、
夕
方
に
な
る
と
愛
ら
し
い
「
親

子
ザ
ル
」
の
電
飾
が
輝
く
。
多
く
の
方
が
目
に
し

て
い
る
だ
ろ
う
こ
の
電
飾
を
制
作
し
て
い
る
の
は
、

番
場
朝
夫
さ
ん
。
毎
年
、
干え

支と

を
モ
チ
ー
フ
に
電

飾
を
制
作
し
、
11
年
目
を
迎
え
る
。
ま
ち
を
明
る

く
照
ら
す
番
場
さ
ん
に
、
そ
の
想
い
を
伺
っ
た
。

 

♦　
　
♦　
　
♦

　
「
私
は
戦
争
を
経
験
し
た
世
代
で
…
」
と
話
し
は

じ
め
た
番
場
さ
ん
。
激
戦
が
続
く
沖
縄
へ
出
兵
を

命
じ
ら
れ
て
汽
車
に
乗
っ
た
も
の
の
、
熊
本
県
内

で
終
戦
を
迎
え
た
。
自
分
自
身
は
危
機
一
髪
で
生

き
て
帰
れ
た
が
、
２
人
の
兄
を
は
じ
め
、
矢
田
地

区
で
は
10
人
の
若
者
が
戦
死
し
た
と
い
う
。

　
終
戦
後
は
、「
地
元
を
元
気
に
し
た
い
」
と
丹
波

村
へ
就
職
。
町
村
合
併
の
後
は
峰
山
町
の
職
員
と

し
て
、
ま
た
助
役
と
し
て
も
ま
ち
お
こ
し
に
尽
力

し
、
退
職
後
に
は
町
議
や
区
長
も
歴
任
し
た
。

　
「
当
時
、
矢
田
地
区
は
数
年
に
１
度
は
水
害
に
悩

ま
さ
れ
、
火
災
も
多
か
っ
た
」
と
話
す
。
そ
こ
で

15
年
前
、
戦
争
で
命
を
落
と
し
た
若
者
を
弔
う
と

と
も
に
、水
害
や
火
災
の
な
い
平
和
な
地
域
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
込
め
て
、
地
域
に
伝
わ
る

火
祭
り
「
虫
送
り
火
」
を
復
活
さ
せ
た
。

　
祭
り
は
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
が
、
番
場
さ
ん
は
、

「
虫
送
り
火
」
は
竹
に
火
を
付
け
て
地
区
を
練
り
歩

く
た
め
に
危
険
が
あ
り
、
ま
た
多
く
の
人
の
協
力

が
必
要
で
、
長
年
続
け
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
た
。
火
祭
り
に
変
わ
る
イ
ベ
ン
ト
を
模
索
し
、

近
所
で
電
気
商
会
を
営
む
番
場
幹
雄
さ
ん
（
75
）

に
相
談
。「
地
域
の
願
い
」

を
電
飾
で
表
現
す
る
こ
と

を
考
案
し
た
。

　

こ
う
し
て
11
年
前
に

始
ま
っ
た
の
が
「
祈
り
の

灯ひ

」。
イ
ヌ
（
戌
）
か
ら

始
ま
り
、
毎
年
干
支
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
電
飾
で
矢

田
を
照
ら
し
て
い
る
。

　
地
域
を
照
ら
し
た
い
思

い
は
区
民
に
も
伝
わ
り
、

現
在
は
７
人
の
有
志
で
活

動
し
て
い
る
。

　
電
飾
は
、
幅
約
10
㍍
、
高
さ
約
５
㍍
。
単
管
や

竹
で
組
み
立
て
た
〝
キ
ャ
ン
バ
ス
”
に
40
㍍
の
コ
ー

ド
を
使
い
、
白
色
、
黄
色
な
ど
の
電
球
約
３
０
０

個
を
使
っ
て
点
灯
さ
せ
て
い
る
。

　
７
人
は
、
定
期
的
に
集
ま
っ
て
翌
年
の
干
支
の

デ
ザ
イ
ン
を
決
め
た
り
、
電
飾
を
制
作
し
た
り
す

る
他
、
現
場
の
草
刈
り
や
電
球
の
取
り
換
え
な
ど

の
管
理
も
行
う
が
、
そ
の
全
て
が
無
報
酬
。
番
場

さ
ん
は
「
私
は
足
が
弱
っ
て
き
て
思
う
よ
う
に
作

業
が
で
き
な
い
が
、
有
志
の
メ
ン
バ
ー
が
私
の
想

い
を
く
ん
で
力
仕
事
な
ど
を
買
っ
て
出
て
く
れ
る
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
を
口
に
す
る
。
そ

し
て
、「
わ
い
わ
い
話
し
な
が
ら
作
業
し
て
、
作
業

後
に
は
み
ん
な
で
一
杯
飲
む
。
こ
れ
が
楽
し
い
」
と

目
を
輝
か
せ
る
。

　

今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
「
ず
っ
と
続
け
て
い

き
た
い
」
と
即
答
。「
電
飾
を
始
め
て
か
ら
は
、
矢

田
地
区
で
一
度
も
大
き
な
災
害
や
悲
惨
な
事
故
が

起
き
て
い
な
い
。
平
和
に
暮
ら
し
た
い
と
思
う
気

持
ち
が
少
し
で
も
多
く
の
人
に
届
い
て
ほ
し
い
」

と
表
情
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

71

人
災
や
天
災
か
ら

　
矢
田
地
区
守
る
「
灯
」
を

番場　朝夫 さん（89）

　　　　　　　　　（峰山町矢田）

矢田地区に「祈りの灯」を灯す

▶
「
矢
田
で
平
和
に
暮
ら
せ
る
の
が
一
番
」

と
和
や
か
に
話
す
番
場
さ
ん

▶
今
年
は
サ
ル
の
電
飾
。

愛
ら
し
い
親
子
ザ
ル
が
、
見

る
人
を
ほ
っ
こ
り
さ
せ
る

手洗い・うがい・マスク着用でインフルエンザ予防を！
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